
社会教育行政が展開する講座の今後の方向性
一大田区における受講者の実態に基づく検討一

林 幸 克
(大田区教育委員会（非常勤)）

【要旨】
2000年5～８月に大田区教育員会が実施した講座の受講者（事前742人、事後

626人）を対象に質問紙調査を行い、両調査に回答した中高年者・高齢者483人の
データを分析対象とした。
受講者の受講動機に関して、社会参加志向、余暇活用志向、教養向上志向の３因

子が抽出され、教養向上志向の得点が最も高く、中高年者が特に高い得点を示した。
態度・能力については、意見表明の自信と他者受容の自信の２因子が明らかになっ
た。両因子とも、高齢者の方が向上の仕方が大きかった。また、受講後の意識では、
実施形態の改善、学習意欲の充足・向上の２因子が抽出された。全体としては学習
意欲の充足・向上の得点の方が高く、実施形態の改善は高齢者の方が高い得点を示
した。

１．はじめに
高齢化の進展に適切に対処するために高齢社会対策基本法（1995年）が制定され、それ

に基づき「高齢社会対策の大綱について」（1996年）が定められた。その中では、高齢者
の学習・社会参加に関して「価値観が多様化する中で、学習を通じて心の豊かさや生きが
いの充足の機会が求められ、経済社会の変化に対応して絶えず新たな知識や技術を習得す
る機会が必要とされる」と記されている。また、生涯学習審議会答申「学習の成果を幅広
く生かす一生涯学習の成果を生かすための方策について一」（1999年）では、高齢者の就
業意欲が高いことを指摘した上で、「公民館等の身近な社会教育施設においても､高齢者の
職務経験や人生経験を生かせるような就業のための実践的で専門的な学習機会の提供が必
要である」としている。このように、最近の行政の答申等を見ると、成人、特に高齢者の
学習活動を支援する必要性を認識していることがうかがえる。
その学習活動の形態・方法の一つである「学級・講座による学習」に関して、田中')は、

伝統的な自治体講座、カルチャーセンター等の民間教育事業による講座、大学や短大の公
開講座、市民大学による講座が共存して、多様な学習ニーズに応えていると述べている。
また、その中の市民大学について、学習需要の高度化に対応して高等教育レベルの講座を
提供する成人教育事業という位置付けから､経営的な特性で３つのモデルに整理している。
第１は税収などによる公的資金をもとに提供される講座(公共サーピスモデル)、第２は市
民団体による自主的な活動として企画・運営される講座事業(NPOモデル)、第３を市場原
理にもとづく講座（市場モデル）とまとめている。本研究では、大田区において社会教育
行政（以下、行政と略記する）が主催した講座を受講した成人の学習活動を取り上げて分
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受講者がどのような目的で受講しているのかを把握するために、まず、動機について分
析する。動機として考えられる要因として、講座内容への関心、自己実現、時間的・精神
的ゆとり、教養の向上、新たな出会い等を仮定し、動機に関する２１項目を決定した。各項
目は５件法の尺度であり、データ入力に関して、「きわめてあてはまる」を４点、「かなり
あてはまる」を３点、「わりとあてはまる」を２点、「少しあてはまる」を１点、「あてはま
らない」を０点として得点化した。これらを、プロマックス回転を用いて因子分析したと
ころ、解釈可能な３因子が抽出された（第１表)。
第１表講座への参加動機に関する因子分析(プロマックス回転後）

項目名 Ｉ Ⅱ Ⅲ
１．社会参加志向(q=0.75)
今日的な話題についていくため
子どもの教育に役立てるため
新たな出会いを求めて
家族や知人に勧められて
友人を得られると思ったから・
家庭生活に役立てるため
職業上の参考にするため
健康増進のため
新たな活動の増を求めて
講師が魅力的だから
Ⅱ、余暇活用志向(α＝0.77）
時間的余裕があったから
自由時間を有効に使うため
精神的ゆとりがあったから
参加しやすい時間帯だから
高齢でも安心して受講できそうだったから
受講が無料だから
Ⅲ､教養向上志向(q=0.62)
関心がある分野の専門性を高めるため
教養を身につけるため
未知への興味･関心から
社会生活を充実させるため
講座内容に興味･関心があるから
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､43
. 55、5３

第１因子は、新たな出会いや活動の場を求めることや、友だちづくりを目的に社会的な
つながりを期待する傾向を示しているため、「社会参加志向」と命名した。第２因子は、受
講しやすい環境が整い、時間的にも精神的にもゆとりがあることから受講しているので、
「余暇活用志向」と命名した。第３因子は、自分の興味・関心のある分野を中心に受講す
ることでその専門性を高めることや、それによって社会生活を豊かにしようとする傾向が
あることから、「教養向上志向」と命名した｡抽出された３因子について因子内の項目間の
内的一貫性を示すクローンバックのα係数を算出したところ、第１因子は0.75、第２因子
は0.77、第３因子は0.62となり、十分な信頼性が確認された。この３因子に関して、第１
表中に＊で示した項目を選び、中高年者と高齢者それぞれについて、因子合成得点と標準
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偏差を算出し、ｔ検定を行った（第２表)。その際、因子ごとに合計した得点を、因子を構
成する項目数で割って、各因子の因子合成得点とした。例えば、「社会参加志向」について
は、７項目から構成されているので、合計点を７で割り因子合成得点とした。そのため、
すべての因子合成得点は４点満点となり、比較しやすいように処理した。なお、後述する
ことになるが、講座の効果に関する２因子、受講後の意識に関する２因子についても、同
様の手続きを採った。
第２表中高年者と高齢者の各因子平均得点と標準偏差（4点満点）

中高年者(N=253)高齢者(N=230) t値
M e a n ( S D ) M e a n ( S D )

因子名

社会参加志向
余暇活用志向
教養向上志向

受講動機 (0.70）
(1.07）
(1.11）

(0.62)
(1.m）
(0.97）

0.77
2.22
2.39

0.71
2.06
2.08

ｎ.ｓ、

ｎ.ｓ、

3.90幹
童見表明の自信
他者受容の自信

態度･能力
(事前鯛査）

(0.87）
(0.87）

(0.87）
(0.89）

0.86
1.65

0.93
1.84

ｎ.ｓ、

，､75*＊
意見表明の自信
他者受容の自信

態度･能力
(事後鯛査）

(0.90）
(0.76）

(0.89）
(0.75）

1.41
2.12

1.30
2.13

�(

�(

�Ô

�Ù

�z

�z

受講後の
意臓

実施形態の改善
学習意欲の充足･向上

(0.87）-2.63幹
(0.81)n.s.

(0.78）
(0.81）

1.36
2.98

1.16
2.88

-p<.01

各因子の得点を見ると、「教養向上志向」の得点が最も高く、以下、「余暇活用志向｣、
「社会参加志向」と続いた。この結果から、教養向上のために受講している傾向が強いこ
とがわかる｡中高年者と高齢者を比較すると､中高年者の方が得点が有意に高いことから、
中高年者に特にあてはまる。また、「余暇活用志向」は、「教養向上志向」との得点差が少
なく、ほぼ同程度であった。つまり、自由な時間を活用して講座を受け、その受講を通し
て教養向上を図ろうとする意識も強いのではないかと思われる。他方、「社会参加志向」は
低く、新たな出会いや活動の場を求めたり、今日的な話題についていこうとする意欲はそ
れほど大きくないことがわかる。すなわち、教養向上や余暇活用といった個人的な考え・
対応に拠る部分が大きい自己完結的な意欲は強く持っているが、社会参加のように他者と
の関わりが多くなり、そこでの対人関係を求める意欲はあまりないと考えられる。
(2)講座の効果一受講によって向上する能力・態度一
次に、受講による受講者の能力・態度の変化を捉え、講座の有する効果について見てみ
よう。講座を受けることで変化が生じると思われる側面として、自己表現、他者受容、知
識の向上、積極性等を仮定し、個人の能力・態度に関する１４項目を決定した。各項目は動
機の場合と同じく５件法の尺度であり、データ入力及び分析に関して同様の手続きを採っ
たところ、解釈可能な２因子が抽出された（第３表)。、
第１因子は、他者に対して説明や指導することが得意であり、自己表現・自己主張に自

信を持っている傾向を示していることから、「意見表明の自信」と命名した。第２因子は、
対人的態度として、相手の気持ちになってその考えを受け入れることや、他者理解ができ
るという傾向を表しており、「他者受容の自信」と命名した。抽出された２因子について、
クローンバックのα係数を算出したところ、「意見表明の自信」は0.90,「他者受容の自
信」は0.86であり、十分な信頼性が確認された。この２因子について、第３表中に＊で示
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した項目を選び、中高年者と高齢者別に各因子の因子合成得点及び標準偏差を算出し、ｔ
検定を行った（第２表)。
第３表態度･能力に関する因子分析(プロマックス回転後）

項目名 Ｉ Ⅱ
L意見表明の自償(q=0.90)
人前で諸すことが得意である
他人に説明することが得意である
他人をうまく指導する自信がある
自分の意見を自信を持って発表できる
得意分野の知臓･教養に自侭がある
講座に関する知醗について自信がある
現代的課題について理解がある
Ⅱ、他者受容の自信(α＝0.86）
人の意見に耳を傾けることができる
相手の気持ちになって物事を考えることができる
他人にやさしく接することができる
物事を様々な角度から捉えることができる
人と話すことが好きである
わからないことは質問できる
外出することが好きである
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因子間相関 Ⅱ、 6 ２

その結果、事前調査では「他者受容の自信」の得点が高く、「意見表明の自信」はそのお
よそ半分で、かなり低かった。このことから、受講前の段階では「他者受容の自信」が高
く、そうした態度がある程度身に付いているが、「意見表明の自信」はあまり有していない
ことがわかった。「他者受容の自信」は、中高年者の方が高齢者よりも得点が有意に高く、
中高年者の方がもともと「他者受容の自信」を強く持っていることが明らかになった。
また、事後調査でも、「意見表明の自信」より「他者受容の自信」の方が高い得点を示し

ており、事前調査と同じ傾向であった。中高年者・高齢者別では、２因子とも両者の得点
に有意差はなくなり、「他者受容の自信」について、事前調査では中高年者の方が高かった
が、事後調査になると両者が同程度になったといえる。
さらに、因子ごとに年齢段階（被験者間要因）×時期（被験者内要因）の２要因分散分

析を行った（第４表)。また、下位検定として、中高年者・高齢者別に対応のあるｔ検定を
行った。
第４表講座に参加する前後の態度･能力の変容（4点満点）

̅p<.01 op<.05

「意見表明の自信」を見ると、時期の主効果と交互作用が有意であった。事前調査より
も事後調査の方が得点が高く、他者に対して説明・指導することや意見発表する自信を高
めていることがわかった。中高年者・高齢者別では、中高年者(t=7.73,p<.0１)、高齢

-163 -

因子名

中高年者
事師閣査(N=253) 事後鯛査(N=253)
Mean (SD) Mean (SD )

高齢者
事１剛闘査(N=230) 事後鯛査(*230)
Ｍｅａｎ (SD) Ｍｅａｎ (SD)

分散分析結果(F値）
主効果
年齢段階時期

交互作用

意見表明の自信 0.93（0.87） 1.30(0.89) 0.86（0.87） 1.41(0.90) ､.s、１４５．４７神 4.86＊

他者受容の自信 1.84（0.87） 2.13(0.75) 1.65（0.89） 2.12（0.76） ９７.26.率ｎ.写二 4.40.
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